
JP 2013-68838 A5 2014.10.2

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成26年10月2日(2014.10.2)

【公開番号】特開2013-68838(P2013-68838A)
【公開日】平成25年4月18日(2013.4.18)
【年通号数】公開・登録公報2013-018
【出願番号】特願2011-207987(P2011-207987)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｆ   1/1343   (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1368   (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/14     (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   9/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｆ   1/1343  　　　　
   Ｇ０２Ｆ   1/1368  　　　　
   Ｇ０２Ｆ   1/13    ５０５　
   Ｇ０３Ｂ  21/00    　　　Ｅ
   Ｇ０３Ｂ  21/14    　　　Ｚ
   Ｇ０９Ｆ   9/30    ３３８　
   Ｇ０９Ｆ   9/30    ３４３Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成26年8月15日(2014.8.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透明基板と、その一方の面に形成された透明電極とを有する透明電極基板と、
　液晶層と、
　前記液晶層を挟んで前記透明電極と対向する領域に位置する複数の画素電極、およびそ
れ以外の領域に位置する第１の導電膜を含む第１の層と、前記第１の導電膜と重複する領
域に位置する第２の導電膜を含む第２の層とを順に有する画素電極基板と
　を備え、
　前記第１および第２の導電膜の少なくとも一方が電気的に孤立している
　液晶表示素子。
【請求項２】
　前記画素電極基板は、前記第２の層の前記透明電極基板と反対側に、前記画素電極と接
続された駆動素子を複数含む回路形成層を有する
　請求項１記載の液晶表示素子。
【請求項３】
　前記回路形成層は、前記駆動素子としてのトランジスタをそれぞれ含む複数の回路ブロ
ックが形成されている
　請求項２記載の液晶表示素子。
【請求項４】
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　前記第１および第２の導電膜のうちの少なくとも一方は遮光性を有する
　請求項３記載の液晶表示素子。
【請求項５】
　前記第１および第２の導電膜のうちの少なくとも一方は、前記回路ブロック同士の境界
位置と異なる位置において分割された複数の部分からなる
　請求項４記載の液晶表示素子。
【請求項６】
　前記画素電極は、前記透明電極基板を透過した光を反射する導電材料からなる
　請求項１から請求項５のいずれか１項に記載の液晶表示素子。
【請求項７】
　前記第１の導電膜は、前記複数の画素電極の周囲を取り囲むように形成されている
　請求項１から請求項６のいずれか１項に記載の液晶表示素子。
【請求項８】
　前記第１の層は、前記第１の導電膜と前記画素電極との間に形成された第１の遮光膜を
含む
　請求項１から請求項７のいずれか１項に記載の液晶表示素子。
【請求項９】
　前記画素電極基板は、前記第１の遮光膜に設けられたシール部材によって前記透明電極
基板と接合されている
　請求項８記載の液晶表示素子。
【請求項１０】
　前記画素電極、第１の遮光膜および第１の導電膜は、全て同一材料からなり、互いに絶
縁されている
　請求項８または請求項９に記載の液晶表示素子。
【請求項１１】
　前記第１の遮光膜は、前記透明電極と同じ電位を有する
　請求項８から請求項１０のいずれか１項に記載の液晶表示素子。
【請求項１２】
　前記第２の層は、前記複数の画素電極と重複する領域に形成された第２の遮光膜を含む
　請求項１から請求項１１のいずれか１項に記載の液晶表示素子。
【請求項１３】
　光源と、
　液晶表示素子と、
　前記光源から発せられ、前記液晶表示素子によって変調された光をスクリーンに投影す
る投影部と
　を備え、
　前記液晶表示素子は、
　透明基板と、その一方の面に形成された透明電極とを有する透明電極基板と、
　液晶層と、
　前記液晶層を挟んで前記透明電極と対向する領域に位置する複数の画素電極、およびそ
れ以外の領域に位置する第１の導電膜を含む第１の層と、前記第１の導電膜と重複する領
域に位置する第２の導電膜を含む第２の層とを順に有する画素電極基板と
　を備え、
　前記第１および第２の導電膜の少なくとも一方が電気的に孤立している
　液晶表示装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０００９】
　本開示の液晶表示素子および液晶表示装置では、画素電極が占める有効領域とは異なる
周辺領域に形成された第１および第２の導電膜の少なくとも一方が、電気的に孤立するよ
うにした。このため、異なる層に形成された第１および第２の導電膜が異物の混入などに
起因して相互に導通した場合であっても、短絡による動作不良が回避される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　遮光膜２５Ｂ，２５Ｃは、遮光膜２３Ａと同様に、回路形成層２２における駆動回路（
特にトランジスタＴｒ）への光の入射を妨げるものであり、例えば遮光膜２３Ａもしくは
画素電極２５Ａと同様の金属材料によって形成されている。画素電極２５Ａおよび遮光膜
２５Ｂ，２５Ｃは、それらの間隙を埋める絶縁層２５Ｚによって相互に絶縁されている。
なお、絶縁層２５Ｚにおける金属層２３の外部接続端子２３Ｃと対応する領域には開口が
設けられており、外部接続端子２３Ｃが露出した状態となっている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　遮光膜２５Ｂは、全ての画素電極２５Ａの周囲を取り囲むように、表示領域６０の周辺
の領域に形成されている。また、遮光膜２５Ｂは、例えば図５に示したように、回路形成
層２２における回路ブロック６０Ｂ同士の境界位置と異なる位置において分割された複数
の部分２５Ｂ１，２５Ｂ２，・・・によって構成されていることが望ましい。遮光膜２５
Ｂは、絶縁層２４および絶縁膜２５Ｚと接しており、周囲から電気的に孤立した状態（フ
ローティング状態）となっている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　本技術の表示素子は液晶表示装置に適用可能である。ここでは、図８に示したように、
反射型液晶表示素子（表示素子１）をライトバルブとして使用した反射型液晶プロジェク
タを例示して説明する。
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